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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,002億69百万円、営業利益360億66百万円、経常利益517億22百万

円、四半期純利益262億61百万円となりました。

売上高につきましては、医療用医薬品において「クレストール」「イルベタン」「ラピアクタ」をはじめとする

戦略品目は安定的に増加基調で推移しておりますが、依然既存品は苦戦しており、平成26年４月の薬価改定による

価格面での影響も併せて前年同期比5.2％の減少となりました。一方、海外は、米国子会社シオノギＩＮＣ.の閉経

後膣萎縮症治療薬「Osphena」の販売は着実に上昇しておりますが、前連結会計年度に実施した品目売却の影響も

あり、前年同期比では海外売上高全体で17.3％の減少となりました。ロイヤリティー収入は、昨年度契約変更を実

施したクレストールのロイヤリティーが前年同期比26.6％の減少となりましたが、当第３四半期連結会計期間より

抗HIV薬「テビケイ（一般名：ドルテグラビル）」のロイヤリティー収入が加わり、ロイヤリティー収入全体では

17.8％の減収にとどまりました。これらの結果、売上高全体では前年同期比8.2％の減収となりました。

一方、利益面では、販売費及び一般管理費につきましては、国内外での販売関連費用及び研究開発費用の効率的

な使用にグループ全体で取り組んでおり、特に研究開発費については外部資金の導入など新たな取り組みも入れた

ことから、前年同期比5.8％の減少と奏功しておりますが、先述の薬価改定の影響とクレストールのロイヤリティ

ーの減収による売上総利益の減少（前年同期比11.9％減）もあり、営業利益につきましては前年同期比26.1％の減

益となりました。経常利益につきましては、ViiV社からの受取配当金の増加、円安による外貨建資産の為替差益な

どにより、前年同期比3.5％の増益となりました。四半期純利益は、平成26年９月に大阪国税局からの更正通知を

受領したことを踏まえ、過年度法人税等を計上したことにより税金費用が大幅に増加し、前年同期比27.4％の減益

となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は5,871億55百万円で、前連結会計年度末と比べて65億89百万円増加し

ました。流動資産は、主として短期運用の有価証券の減少により、前連結会計年度末より77億20百万円少ない

2,411億72百万円となりました。固定資産は、主として投資有価証券の増加により、前連結会計年度末より143億９

百万円多い3,459億82百万円となりました。

負債合計は1,153億17百万円で、前連結会計年度末と比べて25億87百万円増加しました。流動負債は、主として

社債の償還による200億円の減少により、前連結会計年度末より211億12百万円少ない578億96百万円となりまし

た。固定負債は、自己株式の買付資金の一部として社債（転換社債型新株予約権付社債）を発行したことなどによ

り、前連結会計年度末より236億99百万円多い574億20百万円となりました。

純資産合計は4,718億38百万円で、前連結会計年度末と比べて40億２百万円の増加となりました。株主資本は、

自己株式の買付を行ったことにより、前連結会計年度末より95億円少ない4,417億76百万円となりました。その他

の包括利益累計額は、主として為替相場の変動による為替換算調整勘定の増加により、前連結会計年度末より133

億37百万円多い259億25百万円となりました。また、新株予約権は前連結会計年度末より62百万円増加し２億70百

万円、少数株主持分は前連結会計年度末より１億２百万円増加し38億65百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点におきまして、平成26年10月29日発表の業績予想を変更しておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当する事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当する事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が648百万円増加し、投資その他の資産その他

（退職給付に係る資産）が2,478百万円、利益剰余金が2,014百万円それぞれ減少しております。また、当第３四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ121百万円増加しております。 

 

（研究開発費の会計処理方法の変更） 

従来、当社グループでは、研究開発費のうち、外部に委託する研究開発費については、主に成果物を入手した

時点で費用認識する方法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より主として研究開発活動の進捗に応

じて費用認識する方法に変更しております。 

当社グループでは、これまでは国内の患者さま向けの医薬品を中心とした研究開発を行っておりましたが、新

薬開発・販売のグローバル化に伴い、社内経営資源中心から、次第に外部委託による研究開発活動の比重が高く

なっており、今後もその傾向はますます高まることが見込まれております。 

また、開発領域につきましても、これまでの比較的開発期間の短い感染症領域を中心とした開発品目から、循

環器・疼痛領域のような、開発期間が長期間にわたる品目へとシフトしてきております。 

このような状況の下、外部委託研究費は、以前に比べ研究開発費全体に占める割合が高まり、また長期化して

いることから、従来の最終的な成果物の入手時点を費用認識時期とする方法では、費用認識時期と研究開発活動

の進捗との乖離が顕著になってきたため、研究開発活動の進捗に応じて費用認識をする方が、より実態を表すも

のと判断いたしました。また、上記を踏まえ、第１四半期連結会計期間より海外子会社と共通の外部委託研究開

発の進度管理システムが稼働しており、研究開発活動の進捗に応じた費用測定の体制も整ったことを機に、第１

四半期連結会計期間より計上方法を変更いたしました。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費（研究開発費）は

1,733百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,733百万円減少しておりま

す。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、遡及適用後の利益剰余金の前

期首残高は3,363百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 34,238 59,754 

受取手形及び売掛金 64,290 69,125 

有価証券 80,100 35,100 

商品及び製品 24,005 22,540 

仕掛品 11,425 11,571 

原材料及び貯蔵品 12,938 15,791 

その他 21,917 27,314 

貸倒引当金 △24 △26 

流動資産合計 248,893 241,172 

固定資産    

有形固定資産 78,976 77,807 

無形固定資産    

のれん 42,878 46,395 

その他 29,945 31,018 

無形固定資産合計 72,824 77,413 

投資その他の資産    

投資有価証券 149,519 160,899 

その他 30,442 29,922 

貸倒引当金 △90 △60 

投資その他の資産合計 179,871 190,761 

固定資産合計 331,673 345,982 

資産合計 580,566 587,155 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,627 10,105 

1年内償還予定の社債 20,000 － 

未払法人税等 12,392 10,586 

賞与引当金 7,071 4,528 

返品調整引当金 4,320 3,449 

その他の引当金 21 － 

その他 25,575 29,226 

流動負債合計 79,008 57,896 

固定負債    

社債 － 20,099 

長期借入金 10,034 10,035 

退職給付に係る負債 9,967 10,763 

その他 13,719 16,521 

固定負債合計 33,721 57,420 

負債合計 112,730 115,317 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 21,279 21,279 

資本剰余金 20,227 20,227 

利益剰余金 429,526 437,699 

自己株式 △19,756 △37,429 

株主資本合計 451,277 441,776 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25,289 26,112 

繰延ヘッジ損益 － △267 

為替換算調整勘定 △6,113 5,712 

退職給付に係る調整累計額 △6,588 △5,631 

その他の包括利益累計額合計 12,587 25,925 

新株予約権 207 270 

少数株主持分 3,762 3,865 

純資産合計 467,836 471,838 

負債純資産合計 580,566 587,155 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 218,099 200,269 

売上原価 57,431 58,772 

売上総利益 160,668 141,497 

販売費及び一般管理費 111,881 105,430 

営業利益 48,787 36,066 

営業外収益    

受取利息 219 325 

受取配当金 1,553 9,387 

為替差益 2,399 8,643 

その他 516 225 

営業外収益合計 4,688 18,582 

営業外費用    

支払利息 692 219 

寄付金 997 671 

固定資産除却損 281 846 

その他 1,527 1,189 

営業外費用合計 3,498 2,926 

経常利益 49,976 51,722 

特別利益    

固定資産売却益 4,203 5,503 

事業譲渡益 － 184 

投資有価証券売却益 554 86 

特別利益合計 4,757 5,774 

特別損失    

和解金 － 1,270 

たな卸資産評価損 451 － 

特別損失合計 451 1,270 

税金等調整前四半期純利益 54,283 56,226 

法人税、住民税及び事業税 6,793 15,307 

過年度法人税等 － 13,582 

法人税等調整額 11,270 960 

法人税等合計 18,063 29,851 

少数株主損益調整前四半期純利益 36,219 26,375 

少数株主利益 58 113 

四半期純利益 36,160 26,261 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 36,219 26,375 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,538 822 

繰延ヘッジ損益 388 △267 

為替換算調整勘定 19,269 11,834 

退職給付に係る調整額 － 957 

その他の包括利益合計 26,196 13,346 

四半期包括利益 62,415 39,721 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 61,901 39,599 

少数株主に係る四半期包括利益 514 122 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当する事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

自己株式の取得

当社は、平成26年12月１日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、自己株式は

当第３四半期連結累計期間において17,673百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において37,429百万円とな

りました。

なお、平成27年１月22日をもちまして取締役会決議に基づく自己株式の取得を終了しております。
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